
令和 6 年度慈愛福祉学園デイサービスセンター事業報告 

（生活介護） 

≪ 施設の概要 ≫ 

・名称及び所在地  「慈愛福祉学園デイサービスセンター」 

〒022-0006 大船渡市立根町字下欠１２５番地１７  TEL21-1122  FAX21-1120 

・施設の種別    「生活介護事業」、多機能型事業所「放課後等デイサービス事業「児童発達支援

事業」「日中一時支援事業」 

・概  要     

施設規模：床面積 ８２３．５３㎡（鉄筋コンクリート 一部軽量鉄骨プレハブ造平家建） 

         施設内容：指導員室・会議室・相談室兼静養室・便所・車椅子便所・調理室・食堂・更衣室・倉

庫・日常生活訓練室・作業室・脱衣所・機械室・浴室・訓練棟 

・定  員      １日２０名 

・目  的  利用者の意思及び人格を尊重し、利用者の立場に立った、適切かつ円滑な指定生活介 

護及び特例基準該当児童発達支援、日中一時支援事業の提供を確保す 

ることを目的とする。 

・沿  革     

平成１３年１０月１日開所 

 平成１８年１０月１日生活介護事業として指定を受ける。 

 平成２４年 ６月１日日中一時支援事業として大船渡市・陸前高田市より許可を受ける。 

平成２７年 ６月１日特例基準該当児童発達支援として大船渡市・陸前高田市より許可を受ける。 

令和 元年 ７月１日特例基準該当児童発達支援事業が児童発達支援事業として変更申請の認可

を受け、以後放課後等デイサービス事業に於いて対応することとなる。 

≪ 組織図及び職員名簿 ≫ 

・組 織 図 
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生 活 支 援 員 兼 事 務 山 田 恵 理 子 生 活 支 援 員 佐 々 木 若 奈 

生活 支援員（ 契約） 平 野 聖 実 生活支援員兼調理（契約） 佐 野 優 子 

生活支援員（パート） 竹 村 真 奈 美 生活支援員（パート） 伊 藤 佳 子 

生活支援員（パート） 白 﨑 明 美 看 護 師 安 田 初 美  

看 護 師 （ パ ー ト ） 林 明   

退職者 新沼 瞳美 （６月） 

 １.利用状況 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 平均 

平均 18.2 18.6 18.6 19.0 18.4 18.2 18.3 18.6 19.0 19.0 18.4 19.1  18.6 

延べ 454 484 466 512 442 455 495 484 475 474 441 497 5,679 473 

 

２．行事報告 

月 日 行   事   名 月 日 行   事   名 

4 25 クッキング（がんづき） 11 6 芋の子会② 

5 29 クッキング（クレープ）  28 クッキング（さつまいもメープル） 

6 27 クッキング（ガトーショコラ） 12 12 クッキング（柚子ジャム・柚子茶） 

6  
買い物・外出支援（個別支援） 

 20 クリスマス忘年会① 

7   23 クリスマス忘年会② 

 20 防災訓練  27 クッキング（柚子茶） 

 24 クッキング（ナポリタン） 1 30 クッキング（ネギ焼き） 

8 21・22 夏祭り 2  
いちご狩り 

9 25 遠足（遠野方面①） 3  

10 8 遠足（高田方面①） 3 13 クッキング 

 9 遠足（高田方面②） 3 13 クッキング 

 18 遠足（遠野方面②）  22 消防訓練 

 31 芋の子会①    

② 施設内研修 

月 日 担当者 受講者 場 所 研 修 内 容 

4 27 石橋 16 ホール 権利擁護について 

5 18 幸隆 13 ホール 障がい福祉サービス等報酬改定について 

6 15 森 16 ホール 感染症対策委員会 感染症標準予防策 

7 20 幸隆 16 ホール 利用者支援について 

8 17 工藤 16 ホール 腰痛予防について 

9 21 若奈 15 ホール 秋バテ予防について 

10 19 幸隆 16 ホール サービス提供と個別支援計画の関係性について 

11 2 千條 13 ホール 法人虐待防止オンライン研修 

12 21 早瀬 17 ホール 個人用防護具（PPE）着脱の手順について 

1 18 千條 14 
ホール 虐待防止・身体拘束適正化委員会 

スピーチロック（言葉の拘束）について 

2 15 工藤 13 ホール 意思決定・権利擁護について 

3 15 大畑 16 ホール SSTについて 

 

 



③施設外研修会 

月 日 研  修  会  名 場所 参加者 

6 15 自閉症スペクトラムの特性理解 慈愛デイ（オンライン） 千條・大畑・平野 

6 21 レクリエーション研修 福祉の里センター 若奈 

7 20 第 22 回 自閉症療育セミナー 北上市さくらホール 森・及川 

7 22・23 キャリアパス中堅職員研修 岩手県高校教育会館 石橋 

9 12 発達障がい基礎研修 慈愛デイ（オンライン） 林 

10 4 発達障がい基礎研修 慈愛デイ（オンライン） 白﨑 

10 17 OJT 研修 岩手県高校教育会館 小松・渡辺 

 28 サービス管理責任者等実践研修 ふれあいランド岩手 森 

11 7 サービス管理責任者等実践研修 演習 ふれあいランド岩手 森 

 7 キャリアパス初任者研修 岩手県高校教育会館 滝田・佐藤 

11 
23 

高齢者施設等向け感染制御研修会並び

にフルＰＰＥ着脱訓練 

慈愛デイ（オンライン） 安田 

1 8 いわてこどもケアセンター事例検討会 住田町町役場 及川 

1 30 障がい者施設における栄養士研修会 ふれあいランド岩手 石橋 

2 
1 

多機能型支援施設アップル 放課後等

デイ研修会 

多機能型支援施設アップ

ル 

佐藤・大畑 

2 
10 

気仙地域障がい者自立支援協議会 児

童部会研修会 

陸前高田市コミュニティ

ホール 

早瀬・滝田 

2 
28 

社会生活に困難を有する子ども・若者

支援セミナー 

慈愛デイ（オンライン） 及川・滝田 

３．地域交流活動 

（１）行事参加 →参加なし 

（２）ボランティアの受け入れ → 今年度受け入れなし 

（３）アルバイトの受け入れ  → 森 楓雅 大船渡東高校２年生 12 月 26 日～1 月 16 日 

４．家族との連携 

  ・連絡帳を介して日々の状態など共有を行う他、必要に応じて電話対応、面談も行い円滑なサー

ビスの提供に努めた。 

５．利用者支援 

（１） 日課及び指導・介助の動き 

時    間 
日 課 指導・介助の動き 

内      容 内     容 

8：30 ～ 9：30 利用者迎え 掃除・出迎え・打合せ 

9：30 ～ 10：00 バイタルチェック バイタル測定・排泄介助 

10：00 ～ 10：10 朝会（呼名・体操・所長お話） 1 日の活動内容説明 

10：00 ～ 10：30 機能訓練（リハビリ）・創作活動（図画、 

工作等）作業活動（園庭整備）入浴 

指導・休憩時の水分補給 

作業指導・排泄介助 10：30 ～ 11：30 

11：30 ～ 12：00 口腔体操・手指消毒 食事の指導と介助 

12：00 ～ 13：00 昼食・歯磨き 

機能訓練（リハビリ）・社会適応訓練 

水分補給・排泄介助 

リハビリ・活動支援 13：30 ～ 15：00 

15：00 ～ 15：30 おやつ・掃除・終会 1 日の反省 

15：30 ～ 17：00 利用者送り 送り・掃除・日誌記録 

 ②介護 ・食事において「きざみ食」「トロミ食」の適用など一部および全面的な介護の実施。 



・入浴において一般浴並びに機械浴等を通しての一部および全面的な介護の実施。 

・排泄において摘便を含め一部および全面的な介護の実施。 

・移乗において車いすからベットなど一部および全面的な介護の実施。 

・送迎において車輌への移乗や車いすのままでの乗車など一部および全面的な介護の実施。 

・軽作業や創作的活動の提供および介護の実施。 

③リハビリテーション 

    ・ 身体に障害のある利用者に対して専門職である作業療法士がリハビリについての相談、

指導をおこなった。 

④医療的ケア 

    ・ 胃ろう増設の方に対して経管栄養のための支援及び痰吸引を実施。 

    ・ 自己排泄不可能な方への浣腸による摘便の実施。 

⑤生活支援 

・ 集団生活の中で、他者との関係において互いに影響しあいながら、個人の尊重が同時

に他者への尊重を含むことを認識してもらえるよう支援した。 

・ 地域において安心して生活できるよう、他の福祉サービスが必要な場合、関係機関と

の連携のもと支援を行った他、必要により医療機関への通院支援を実施した。 

    ・ 手工芸をおもに、生産活動の機会の提供に努めた。 

⑥体力づくり 

・朝会後、ラジオ体操等の実施により、体力の向上、肥満の防止に努めた。 

・レクリエーションにおいてお話し会・歌・ゲーム等を取り入れ実施した。 

   ・利用者の体力・運動能力に応じ適度な歩行訓練を行い体力増強、健康増進に努めた。 

・健康管理において毎朝、健康点検を行い、体温・血圧・心拍数を測定するとともに、インフ

ルエンザ予防に努めるなど、日々健康で生活できるよう健康管理の徹底を図った。 

６．苦情解決  受付０件 

７．防災状況 

    非常災害に関する具体的計画を立てておくとともに非常災害に備えるため、非難、救出その

他必要な訓練を２回実施した。また非常用物品や食品の在庫見直し実施。 

８．まとめ 

    令和 6 年度の事業計画重点事項でありました「利用者個別ニーズに応じたサービス提供と支

援の充実」では、要望が多かった買い物・外出支援を再開し、個別のニーズを聞き取りながら

実施することが出来ました。非常に好評で、今後も対応の幅を広げながら継続していきたいと

思います。また、施設を利用していただくことに関しては、利用者個々の障がい特性やそれぞ

れの嗜好を配慮して、テーブルの配置を変更したり、移動のための動線を確保するなど大きく

環境改善しました。「職員の支援技術向上」に関しては、毎月 1 回テーマを変えながら施設内

研修を継続、また外部研修（オンライン研修も含む）には年間研修計画に沿って、延べ 24 名

の職員が研修に参加しました。新しく採用になった 2 名の新卒職員に関しても、2 か月間の新

人研修プログラムを実施し、現在では利用者支援の実践に力を発揮しております。また、感染

症対策はBCP（事業継続計画）にしたがい、基本的感染対策を実施しながらクラスター等の発

生防止に努めました。利用者の状況では、昨年度平均利用者数が 18.6 人に対して今年度実績も

18.6 人と変わりませんが、2 名の方が高齢と病気のため退所となりましたし、新たに利用開始

された方が 2 名でありました。職員体制に関しましては、年度途中の退職者は 1 名でしたが、

予め申告されていたこともあって、年度初めから 1 名増員した体制となっておりました。 

 

 

 



令和 6年度慈愛福祉学園デイサービスセンター運営報告 

（放課後等デイサービス・児童発達支援） 

≪ 施設の概要 ≫ 

・名称及び所在地  「慈愛福祉学園デイサービスセンター」 

〒022-0006 大船渡市立根町字下欠１２５番地１７  TEL21-1122  FAX21-1120 

・施設の種別    多機能型事業所「指定放課後等デイサービス」「指定児童発達支援」 

・概  要    生活介護との併用 

・定  員     放課後等デイサービス。児童発達支援合わせて１０名 

・目  的     

在宅の障害児に対して通所の方法により日常生活動作、運動機能等に係る訓練、その他必要な療

育を行うことにより、障害児の処遇向上を図ること等を目的とする。 

・沿  革     

平成１９年 ４月１日 基準該当児童デイサービス開始 

 平成２２年 ４月１日 指定児童デイサービスを開始 

平成２５年 ４月１日 指定放課後等デイサービスを開始 

令和 元年 ７月１日 生活介護で対応してきた基準該当児童発達支援事業が、変更申請が認可さ   

           され、指定児童発達支援事業となった為、放課後等デイサービス事業で対 

応となる。  

 令和 ２年１０月１日 放課後等デイサービス・児童発達支援合わせて１０名の定員に変更する。 

 

≪ 組織図及び職員名簿 ≫ 

・組織図は生活介護と併用 

・職員名簿 

多機能型事業 

職 名 氏 名 職 名 氏 名 

施   設   長 中  村  浩  行 保 育 士 （ 契 約 ） 大 畑 芽 衣 

児童発達支援管理責任者 早 瀬 里 子 児 童 指 導 員 滝 田 真 唯 

保 育 士 佐々木耀子（1 月産休） 保 育 士 佐 藤 あ か り 

児 童 指 導 員 及 川 智 子   

退職者 平勇一（６月） 出羽満江（９月） 

１.利用状況 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 平均 

平均 6.8 6.6 6.5 7.0 8.3 7.5 7.2 7.6 7.4 7.5 7.6 7.7 87.7 7.3 

延べ 163 152 162 182 192 173 186 175 184 172 167 193 2101 175 

２．行事報告 

月 日 行   事   名 月 日 行   事   名 

4 18 お花見ピクニック 12 25 クリスマス会 

 19 クッキング  27 外注給食 

 25 エアポリン １ 7 里センター・外注給食 

5 11 里センター  8 人形劇 

 14 クッキング  9 クッキング 

 21 買い物学習  10 クッキング 



7 25 クッキング  14 里センター 

 29 カメリアホール  16 外注給食 

 30 人形劇、外注給食  17 新年会 

8 2 里センター 2 14 クッキング 

 6 ニュースポーツ  27 クッキング 

 7 クッキング 3 5 ホットケーキ 

 9 買い物学習  18 防災クッキング 

 13 カメリアホール  19 クッキング 

 20 外注給食  26 外食支援 

 31 親子縁日会  28 クッキング 

10 24 クッキング    

 26 遠足（気仙沼 内湾）    

 29 買い物学習    

11 11 テイクアウト給食・豚汁作り    

 

② 施設内研修 

生活介護に同じ 

③ 施設外研修会 

生活介護に同じ 

※その他…５月に外部施設見学（気仙沼市 オレンジキッズ） 

 

３．地域交流活動 

（１）行事参加 なし  

（２）ボランティアの受け入れ  生活介護に同じ 

※保育実習生受入れ（10/21～11/1の 10日間）、学生ボランティア（8/5～8/13まで） 

４．家族との連携 

  （１）連絡ノート 

    ・連絡帳を通して家族と随時連絡を取り合うことにより、家族の精神的不安の緩和につな

がったケースも認められた。 

（２）口頭での申し送り 

   ・家族送迎時、利用受入時等の口頭での申し送りにより、正確な情報を得ることができた。 

５．利用者支援 

①日課及び指導・介助の動き 

時    間 
日 課 

内  容 備 考 

7：30 ～ 9：30 利用者迎え・受け入れ  

9：30 ～ 10：00 健康点検・朝会  

10：00 ～ 10：50 集団または個別での療育・支援  

12：00 ～ 13：00 昼食  

13：00 ～ 13：30 休憩 バスハイク 

13：40 ～ 15：00 機能訓練（リハビリ）・社会適応訓練,・レク  

15：00 ～ 15：40 おやつ・終会  

15：40 ～ 17：30 自由遊び、家族迎え  

②指導、介護 、療育 

・食事において「きざみ食」「トロミ食」の適用など一部および全面的な指導、介護の実施。 



・入浴において一般浴並びに機械浴等を通しての一部および全面的な指導、介護の実施。 

・排泄において声がけを含め一部および全面的な指導、介護の実施。 

・送迎において車輌への移乗や車椅子のままでの乗車等、一部および全面的な指導、介護の実施。 

・保育士、作業療法士による感覚統合やその他療育の提供。 

③リハビリテーション 

 ・利用児、家族に対して、保育士、児童指導員等と連携し、日常生活や身体機能についての相談、

助言、個別での支援を行った。 

④医療的ケア 

 ・酸素療法が必要な医療的ケア児に対する支援を実施。呼吸状態、酸素飽和度低下、徐脈、頻脈 

に注意しながら支援を行った。 

⑤生活支援 

・日常生活における動作全般の支援を重点的に取り組む。特に着替えの場面において自分で出来

る行為は可能な限り手を貸さないように注意して支援を行った。 

⑥体力づくり 

・長期休業中は週に１回の体育館活動の他、散歩や公園遊びなど、身体を動かすことを意識した

活動を提供した。 

  ・健康管理において毎朝、体温を測定して健康状態を把握するとともに、感染症予防に努めるな

ど、日々健康で生活できるよう健康管理(把握)の徹底を図った。 

６．苦情解決  受付０件 

７．防災状況  生活介護に同じ。 

８．まとめ 

【児童発達】 

 令和 6年度の利用状況については、利用児童 1名で現状維持となっております。また、継続して作

業療法士と共に見立てを行い、日常的な関わりは保育士をはじめとする児童担当職員が対応しました。 

【放課後等デイサービス】 

 令和 6 年度の利用状況については、家庭の都合により、他施設へ入所した児童が 1 名おりました。

契約は継続で、帰省等の際に希望があれば受け入れを行うこととしております。また、支援学校の寄

宿舎利用児が増えたことに伴い、年間平均利用児童 7.3名と、昨年度より利用率は減少しております。

また 3月には高等部の 1名が卒業しました。日常的な活動では、コロナだけでなくインフルエンザの

感染症もあることから、昨年度同様、基本的感染症対策を継続しております。ただ外食体験や施設見

学等は再開し、利用児及び保護者の皆様から好評を頂いております。また、児童個々の障がい特性を

理解できるよう努めながら、療育につなげる支援を視野に入れて、ニュースポーツも新たな活動プロ

グラムに取り入れました。支援技術向上に向けての取り組みとしては、生活介護事業と同様に施設内

部研修と外部研修（オンラインを含む）に計画的に参加することが出来ました。今後も、更なるスキ

ルアップを目標とすると共に、ご家族のニーズに寄り添った支援提供ができるよう努めたいと思いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 6年度慈愛福祉学園デイサービスセンター運営報告 

（日中一時支援事業） 
≪ 施設の概要 ≫ 

・名称及び所在地  「慈愛福祉学園デイサービスセンター」 

〒022-0006 大船渡市立根町字下欠１２５番地１７  TEL21-1122  FAX21-1120 

・施設の種別： 日中一時支援事業 

・施設の概要： 生活介護事業に同じ 

・定   員： １日１０名 

・目   的：  

  この事業の目的は、社会福祉法人大洋会が開設する慈愛福祉学園デイサービスセンター（以下「事 

業所」という）が行う日中一時支援事業（以下「事業」）の適正な運営を確保するために人員及び 

管理に関する事項を定め、利用者（児）の意思及び人格を尊重し、利用者（児）の立場に立った、 

適切かつ円滑な日中一時支援の提供を確保することを目的とする。 

 併せて家庭における、家族の就労等を可能にすることや教育並びに介護からの疲れなどの負担軽

減にもあります。 

・沿   革：     

平成２４年６月１日、日中一時支援事業として大船渡市・陸前高田市より許可を受ける。 

≪ 組織図及び職員名簿 ≫ 

・組織図は生活介護と併用 

・職員名簿は生活介護及び放課後等デイサービスと併用 

１．利用状況                            （単位：人） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計 

利用者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

延べ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

２．家族との連携  

  放課後等デイサービスに同じ 

３．利用者支援  

（１）日課 

①通学支援時程 

時  間 日    課 備 考 

7：50～ 8：10 家族送迎の利用児受け入れ  

8：10 ～ 8：30 光陵支援学校への送り  

8：30 ～ 8：40 学校玄関までの登校支援  

②休校日等時程 

  生活介護日課及び放課後等デイサービス休校日時程に同じ 

（２）日常生活支援  

  ・放課後等デイサービス利用児に対して、学校玄関までの登校支援において、付き添い介助を実

施した。その他、放課後等デイサービス事業に同じ。 

（１） 医療的ケア  

放課後等デイサービス事業に同じ 

（４）健康管理  

   放課後等デイサービス事業に同じ 

（５）関係機関との連携  

   放課後等デイサービス事業に同じ 



（６）家族への支援 

   放課後等デイサービス事業に同じ 

４．苦情受付  受付０件  

５．防災状況  生活介護に同じ 

６．まとめ  

 現在の利用契約児童は１名でありますが、今年度の実績はありませんでした。サービス内容に

ついては大船渡市担当課、また各相談支援機関と連携しつつ、柔軟な受け入れ体制を整え、児童

や保護者のニーズに寄り添いながらサービス提供に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


